
   （支部様式第 1号）  

□ 現   認   書 

□ 事 実 証 明 書 
 

（被災職員の所属） 

 

  

（被災職員の職・氏名） 

 

  

 

災 

害 

発 

生 

の 

状 

況
（
現
場
の
状
態
を
詳
し
く
記
載
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現
認
（
証
明
）
者
等
の
証
明 

 

 上記のとおり相違ありません。 

 

      年   月   日   住 所  

             

               所 属  

 

               職    

 

氏 名          

 
〔注意事項〕 

①  被災現場に目撃者がいる場合には現認書を、目撃者がいない場合には被災者、警察からの連絡を受けた者、

被災の状況を確認した者が事実証明書を作成すること。（被災職員以外の者が作成すること） 

②  現認書又は事実証明書のいずれか該当する□にレ印を記入すること。 



（1）自己の職務遂行中の災害（資料を荷車に載せて移動中に転倒した事例） 

 

   （支部様式第 1号）  

□ 現   認   書 

□ 事 実 証 明 書 
 

（被災職員の所属） 

 

 総務部 人事課 

（被災職員の職・氏名） 

 

 主事 大 分 太 郎 

 

災 

害 

発 

生 

の 

状 

況
（
現
場
の
状
態
を
詳
し
く
記
載
） 

 私は〇月〇日午前 10時 15分頃、研修の準備をしていました。研 

修の資料を荷車に載せ、大分主事に「自分はロータリーに車を回すの 

で、資料を１階まで運んでほしい」とお願いし、車を取りに行きまし 

た。車でロータリーに到着したところ、玄関で大分主事が倒れており、 

あわててそばに行ってみると、右胸のあたりをおさえて苦しそうにし 

ていました。何があったのか尋ねると「荷車を押そうとして引っぱら 

れるような格好になり転倒した。右の胸のあたりとひじが痛い。」と 

のことでした。すぐに所属に電話し、かけつけた〇〇総括に状況を 

説明し、私は総括の指示でその場を離れ研修に向かいました。 

帰庁したところ、本人から「胸を打っていたので念のため〇〇総括 

が〇〇外科に連れていってくれた。打撲だけだったので通院もしなく 

てよさそうだ。」と聞きました。 

 

現
認
（
証
明
）
者
等
の
証
明 

 

 上記のとおり相違ありません。 

 

  令和 〇年  〇月  〇日    住 所 △△市△△町△△番地△△マンション△号室 

             

               所 属 総務部人事課 

 

               職   主査 

 

氏 名   〇 〇 〇 〇       

 
〔注意事項〕 

①  被災現場に目撃者がいる場合には現認書を、目撃者がいない場合には被災者、警察からの連絡を受けた者、

被災の状況を確認した者が事実証明書を作成すること。（被災職員以外の者が作成すること） 

②  現認書又は事実証明書のいずれか該当する□にレ印を記入すること。 

 



（２）職務上の怨恨による災害（土木工事担当者が地権者に殴打された事例（第三者加害）） 

 

   （支部様式第 1号）  

□ 現   認   書 

□ 事 実 証 明 書 
 

（被災職員の所属） 

 

 大分土木事務所 河川課 

（被災職員の職・氏名） 

 

 技師 大 分 太 郎 

 

災 

害 

発 

生 

の 

状 

況
（
現
場
の
状
態
を
詳
し
く
記
載
） 

 私は、〇年〇月〇日、〇〇河川工事の現場監督のために同僚の大分 

太郎副主幹と出張し、午後３時に現地に到着しました。 

 工事は順調に進んでおりましたが、工事に反感を持っている地域住 

民の〇〇〇〇が作業員にしきりに何か言っているので、大分副主幹 

は、その中に入って同人を説得し始めました。そうすると、いきなり 

同人は大分副主幹にこぶしでなぐりかかり、とっさのことで大分副主 

幹も避けることができず、２、３回は顔を撲られたようでした。 

 あわてて私は同人をかかえて止めましたが、大分副主幹はメガネを 

割られ、目のまわりから血が流れていました。その場にいた作業員 

の□□さんが警察に連絡をしてくれている間に上司に報告し、出血が 

ひどかったので、すぐに車に乗せて近くの〇〇医院に連れていきまし 

た。 

 

現
認
（
証
明
）
者
等
の
証
明 

 

 上記のとおり相違ありません。 

 

  令和 〇年  〇月  〇日    住 所 △△市△△町△△番地△△マンション△号室 

             

               所 属 大分土木事務所 

 

               職   技師 

 

氏 名   〇 〇 〇 〇       

 
〔注意事項〕 

①  被災現場に目撃者がいる場合には現認書を、目撃者がいない場合には被災者、警察からの連絡を受けた者、

被災の状況を確認した者が事実証明書を作成すること。（被災職員以外の者が作成すること） 

②  現認書又は事実証明書のいずれか該当する□にレ印を記入すること。 

 

 



（出勤途上に自動車に衝突された事例（第三者加害）） 

 

   （支部様式第 1号）  

□ 現   認   書 

□ 事 実 証 明 書 
 

（被災職員の所属） 

 

 企画振興部 統計調査課 

（被災職員の職・氏名） 

 

 主任 大 分 太 郎 

 

災 

害 

発 

生 

の 

状 

況
（
現
場
の
状
態
を
詳
し
く
記
載
） 

 私は〇年〇月〇日、午前８時に徒歩で自宅を出て国道〇号線で 

出勤中でありました。途中〇〇交差点にさしかかったところ、人だか 

りがしているので立ち止まってよく見ると交通事故が起こっていま 

した。電柱の前で大破した車が大分さんのものだと気づき、側に行っ 

てみると運転席に大分さんが乗っており、「大丈夫か」と聞くと「少 

し痛むが、大したことはない」と答えました。 

 救急車が到着し、〇〇病院まで搬送されるとのことだったので、 

私も同行しました。そして、病院から〇〇課へ事故の概要を連絡しま 

した。 

 医師の話では、事故の大きさに比べて大したことはないということ 

でしたので安心しました。 

 

 

現
認
（
証
明
）
者
等
の
証
明 

 

 上記のとおり相違ありません。 

 

  令和 〇年  〇月  〇日    住 所 △△市△△町△△番地△△マンション△号室 

             

               所 属 企画振興部 統計調査課 

 

               職   主幹（班総括） 

 

氏 名   〇 〇 〇 〇       

 
〔注意事項〕 

①  被災現場に目撃者がいる場合には現認書を、目撃者がいない場合には被災者、警察からの連絡を受けた者、

被災の状況を確認した者が事実証明書を作成すること。（被災職員以外の者が作成すること） 

②  現認書又は事実証明書のいずれか該当する□にレ印を記入すること。 

 


